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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
鈴
木
俊

一
衆
議
院
議
員
）
は
、
２
月

１９
日
午
後
１
時
か
ら
自
由
民

主
党
本
部
会

議
室
で
総
会

を
開
き
、
令

和
６
年
度
の

会
務
・
会
計

報
告
を
行
う

と
と
も
に
、

令
和
７
年
度

水
産
基
盤
整

備
関
係
予
算

等
に
つ
い
て

水
産
庁
か
ら

聴
取
し
意
見

交
換
し
た
。

江
島
潔
事

務
局
長
（
参

議
院
議
員
）

の
司
会
で
議

事
が
進
め
ら

れ
、
最
初
に
鈴
木
会
長
が
、

「
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
が
、
水
産
基

盤
整
備
は
あ
ら
ゆ
る
水
産
政

策
の
中
で
も
基
本
と
な
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
令

和
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
に
従

い
全
国
各
地
で
整
備
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
中
で
、
今
日
的
な

要
請
に
応
え
う
る
漁
港
漁
場

整
備
を
し
っ
か
り
と
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
後
半
を
迎
え
る
現
行
長

期
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
予
算
額
で
は
な
く
、
ア

ウ
ト
カ
ム
指
標
で
立
て
た
目

標
が
き
ち
ん
と
前
に
進
ん
で

い
る
か
ど
う
か
の
検
証
を
絶

え
ず
行
い
つ
つ
毎
年
度
の
予

算
の
執
行
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

水
産
基
盤
整
備
は
漁
港
事

業
に
始
ま
り
、
沿
整
事
業
で

あ
る
漁
場
づ
く
り
が
加
わ

り
、
今
で
は
漁
村
づ
く
り
も

長
期
計
画
の
中
に
含
ま
れ
る

と
い
う
、
大
変
幅
広
い
事
業

に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
例
え
ば
海
業

の
よ
う
に
、
漁
港
漁
場
を
核

と
し
な
が
ら
も
漁
村
全
体
に

か
か
わ
る
こ
と
も
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
時
代
の
変
化
や
要
請
に

も
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
漁
港

漁
場
漁
村
の
整
備
を
、
こ
れ

か
ら
も
前
に
進
め
る
た
め
に

議
連
と
し
て
も
活
動
を
活
発

化
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

続
い
て
滝
波
宏
文
農
林
水

産
副
大
臣
か
ら
、
「
令
和
７

年
度
水
産
公
共
予
算
の
確
保

に
向
け
、
緊
急
特
別
決
議
の

財
務
大
臣
申
し
入
れ
な
ど
力

強
い
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
。
農
林
水
産
省
で
は
、
令

和
４
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
に
基
づ
き
、
「
水
産
業
の

成
長
産
業
化
」
や
「
持
続
可

能
な
漁
業
生
産
の
確
保
」
、

「
漁
村
の
魅
力
と
所
得
の
向

上
」
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
海
業
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
補
正

予
算
及
び
７
年
度
予
算
に
お

い
て
地
域
の
取
組
を
支
援
す

る
新
た
な
事
業
を
創
設
し

た
。活

力
あ
る
漁
港
、
漁
場
、

漁
村
づ
く
り
に
向
け
て
努
力

し
て
参
る
の
で
、
先
生
方
に

お
か
れ
て
は
、
力
強
い
御
指

導
、
御
支
援
を
賜
り
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

山
本
佐
知
子
農
林
水
産
大
臣

政
務
官
も
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
江
島
事
務
局
長

が
令
和
６
年
度
の
会
務
・
会

計
報
告
を
行
い
、
１１
月
１４
日

に
開
催
し
た
臨
時
総
会
で
決

議
し
た
「
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
の
整
備
促
進
に
関
す
る
緊

急
特
別
決
議
」
を
１１
月
２７
日

に
財
務
省
の
加
藤
勝
信
財
務

大
臣
他
に
申
し
入
れ
た
こ
と

等
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
現

在
の
会
員
総
数
は
１
２
８
名

で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

次
に
、
中
村
隆
漁
港
漁
場

整
備
部
長
が
、
令
和
７
年
度

水
産
基
盤
整
備
関
係
予
算
等

の
概
要
、
海
業
振
興
の
取
組

状
況
、
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

続
い
て
（
公
社
）
全
国
漁

港
漁
場
協
会
の
�
吉
晋
吾
会

長
が
、
「
た
い
へ
ん
厳
し
い

予
算
折
衝
の
結
果
、
水
産
基

盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

７
年
度
当
初
で
１
億
円
の

増
、
６
年
度
補
正
で
２０
億
円

の
増
、
合
わ
せ
て
１
０
５
１

億
円
と
い
う
し
っ
か
り
と
し

た
額
を
確
保
し
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
海
業
の
立
ち
上

げ
支
援
の
た
め
の
新
た
な
事

業
の
創
設
を
は
じ
め
関
連
予

算
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ

い
た
。

こ
れ
は
、
加
藤
財
務
大
臣

へ
の
要
請
や
財
務
省
の
主
計

官
も
同
行
さ
れ
た
静
岡
県
の

現
地
視
察
な
ど
、
漁
港
議
連

の
先
生
方
の
力
強
い
ご
支
援

の
お
か
げ
で
あ
る
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
。

現
在
、
水
産
業
と
漁
村
は
、

海
洋
環
境
の
劇
的
な
変
化
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
切

迫
、
台
風
等
の
激
甚
化
、
そ

し
て
漁
業
就
業
人
口
の
減
少

や
高
齢
化
な
ど
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
水
産
基
盤
の
整
備
と
関

連
施
策
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

を
組
み
合
わ
せ
て
強
力
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

私
た
ち
関
係
団
体
も
地
域

の
要
望
を
集
約
し
、
必
要
な

予
算
の
確
保
や
関
連
施
策
の

実
現
、
そ
の
普
及
・
啓
発
に

努
力
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

出
席
議
員
か
ら
は
、
「
漁

港
が
整
備
さ
れ
る
と
、
そ
こ

に
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
が
狭

い
と
い
う
の
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
に
な
る
実
態
が
あ
る
。
国

道
に
限
ら
ず
県
道
等
も
含
め

て
加
工
施
設
等
基
盤
整
備
と

一
体
と
な
っ
た
道
路
の
整
備

を
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
進

め
て
欲
し
い
」、「
気
候
変
動

に
よ
る
海
面
上
昇
、
波
浪
の

激
甚
化
な
ど
の
影
響
を
、
次

期
国
土
強
靭
化
計
画
で
は
重

点
的
に
や
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
長
期
計
画
の
未
達
成

の
部
分
も
し
っ
か
り
加
速
で

き
る
よ
う
盛
り
込
む
べ
き
」、

「
現
地
視
察
は
現
場
の
課
題

を
持
ち
帰
っ
て
し
っ
か
り
と

対
応
出
来
る
の
で
素
晴
ら
し

い
取
り
組
み
だ
」
な
ど
の
意

見
・
要
望
が
出
さ
れ
た
。

次
に
、
１１
月
１６
日
～
１７
日

に
実
施
し
た
静
岡
県
下
の
漁

港
漁
港
等
の
視
察
と
意
見
交

換
会
に
つ
い
て
、
長
峯
誠
団

長
代
行
・
参
議
院
議
員
か
ら

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け

て
水
産
庁
の
中
村
部
長
が
、

視
察
に
お
け
る
地
元
か
ら
の

意
見
・
要
望
へ
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

最
後
に
、
鈴
木
会
長
が
、

「
本
日
は
先
生
方
か
ら
地
元

で
の
実
情
も
踏
ま
え
た
様
々

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

改
め
て
現
地
視
察
や
地
元

の
実
情
を
踏
ま
え
た
先
生
方

の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
い
た

だ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
水

産
庁
に
も
し
っ
か
り
と
聞
き

取
り
を
頂
い
た
と
思
っ
て
い

る
。
水
産
基
盤
の
整
備
を
中

心
に
そ
れ
か
ら
は
み
出
る
話

も
あ
っ
た
が
、
併
せ
て
水
産

庁
で
は
十
分
に
受
け
止
め

て
、
こ
れ
を
形
と
し
て
前
に

進
め
る
よ
う
に
ご
努
力
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。
私
ど
も

も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
す
る
」と
挨
拶
し
、

総
会
は
閉
会
し
た
。

本
人
出
席
の
国
会
議
員
４３

名
は
次
の
通
り
（
順
不
同
、

敬
称
略
）

〔
衆
議
院
議
員
〕

井
林
辰
憲
、
上
田
英
俊
、

江
渡
聡
徳
、
大
野
敬
太
郎
、

勝
俣
孝
明
、金
子
恭
之
、金
子

容
三
、
小
池
正
昭
、
古
賀
篤
、

鈴
木
英
敬
、
鈴
木
俊
一
、
高

見
康
裕
、
武
部
新
、
中
村
裕

之
、
西
村
康
稔
、
根
本
幸
典
、

長
谷
川
淳
二
、
浜
田
靖
一
、

福
原
淳
嗣
、
藤
井
比
早
之
、

藤
丸
敏
、
古
川
康
、
松
本
剛

明
、
宮
内
秀
樹
、
宮
路
拓
馬

〔
参
議
院
議
員
〕

青
木
一
彦
、
井
上
義
行
、

江
島
潔
、
加
田
裕
之
、
進
藤

金
日
子
、
末
松
信
介
、
高
橋

は
る
み
、
滝
沢
求
、
滝
波
宏

文
、鶴
保
庸
介
、長
峯
誠
、
藤

川
政
人
、
船
橋
利
実
、
舞
立

昇
治
、
三
浦
靖
、
三
宅
伸
吾
、

山
本
佐
知
子
、
山
本
順
三

代
理
出
席
は
２７
名
。

政
府
側
出
席
者
も
記
載
。

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会（
�
吉
晋
吾
会
長
）は
令

和
６
年
度
漁
港
漁
場
講
習
会

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
３
月
７
日

午
後
１
時
～
４
時
４５
分
に
開

催
し
、
全
国
の
関
係
者
約
３

６
０
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
�
吉
会
長
か
ら
、

「
こ
の
講
習
会
は
、
水
産
庁
の

後
援
の
も
と
毎
年
実
施
し
て

お
り
、一
昨
年
か
ら
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
、
リ
ア
ル
の

会
議
に
比
べ
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

講
習
会
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
関

係
団
体
等
の
実
務
者
に
、
最

新
の
情
報
を
提
供
す
べ
く
テ

ー
マ
を
選
定
し
て
お
り
、
今

年
度
は
来
年
度
予
算
の
ほ

か
、
海
業
、
老
朽
化
対
策
、
災

害
対
応
等
に
つ
い
て
講
義
を

し
て
い
た
だ
く
。こ
の
講
習
会

が
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
役

立
ち
、
ひ
い
て
は
各
地
の
水

産
業
や
漁
村
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

ま
た
、
当
協
会
で
は
、
漁

港
情
報
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

の
普
及
に
努
め
て
お
り
、
令

和
６
年
度
は
新
た
に
４
道
県

で
導
入
を
進
め
て
お
り
、
導

入
地
区
数
は
昨
年
度
末
の
約

２
０
０
地
区
か
ら
約
４
８
０

地
区
へ
と
倍
増
す
る
予
定
。

機
能
点
検
等
の
情
報
も
付
加

で
き
、
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
の
機
能
も
有
し
て
い
る

の
で
、
前
向
き
に
導
入
を
検

討
願
い
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
中
村
隆
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
長
か
ら
「
昨

年
は
能
登
半
島
地
震
、
豪
雨
、

台
風
な
ど
数
多
く
の
災
害
が

発
生
。
特
に
、
能
登
半
島
地

震
で
は
全
国
か
ら
応
援
を
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

水
産
庁
で
は
関
係
者
の
声
を

聞
き
な
が
ら
復
旧
・
復
興
に

努
め
て
お
り
、
被
災
地
に
寄

り
添
っ
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。
一
方
、
水
産
業
・
漁
村

に
目
を
向
け
る
と
、
海
洋
環

境
の
変
化
に
伴
う
資
源
の
変

動
等
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

食
料
安
全
保
障
、
災
害
へ
の

対
応
等
が
必
要
。
昨
年
４
月

に
漁
港
漁
場
整
備
法
の
改
正

を
行
い
、
漁
港
を
海
業
に
取

り
組
み
や
す
く
し
た
。
令
和

７
年
度
当
初
予
算
は
７
３
１

億
円
、
６
年
度
補
正
予
算
と

合
わ
せ
る
と
１
、
０
５
１
億

円
を
計
上
し
た
。
本
日
の
講

習
会
で
は
様
々
な
話
題
提
供

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
国
と

し
て
の
施
策
を
是
非
ご
理
解

し
有
効
に
ご
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

講
義
内
容
は
次
の
通
り
。

①
令
和
７
年
度
水
産
基
整
備

事
業
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
・
海
業
政
策
課
課
長
補

佐

首
藤
敦
）

②
増
養
殖
関
連
予
算
の
概
要

に
つ
い
て
（
水
産
庁
増
殖
推

進
部
栽
培
養
殖
課
課
長
補
佐

佐
藤
友
介
）

③
海
業
の
振
興
に
つ
い
て

（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
・
海
業
政
策
課
課
長
補

佐

成
田
賢
仁
）

④
漁
港
漁
場
施
設
の
老
朽
化

対
策
と
新
技
術
の
活
用
に
つ

い
て
（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
事
業
課
課
長
補
佐

田

村
真
弓
）

⑤
令
和
７
年
度
漁
港
海
岸
事

業
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

防
災
漁
村
課
課
長
補
佐

片

石
圭
介
）

⑥
近
年
の
災
害
に
お
け
る
漁

港
関
係
被
害
の
概
要
と
初
動

対
応
に
つ
い
て
（
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
防
災
漁
村
課

水
産
施
設
災
害
対
策
室
係
員

林
陽
菜
）

⑦
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応

に
つ
い
て
（
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
防
災
漁
村
課
水
産

施
設
災
害
対
策
室
課
長
補
佐

佐
々
木
真
一
郎
）

⑧
デ
ジ
タ
ル
水
産
業
に
つ
い

て
～
市
場
取
引
業
務
へ
の
導

入
～
（
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁

村
総
合
研
究
所
第
一
調
査
研

究
部
部
長

林
浩
志
）

⑨
藻
場
保
全
と
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
に
つ
い
て
（
（
一
社
）

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
調
査
研
究
部
研
究
員

齋

藤
論
理
）

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
、
３
月
３
日
午
後
１

時
か
ら
、
東
京
都
千
代
田
区

の
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
赤
坂

会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
６

年
度
漁
村
女
性
セ
ミ
ナ
ー

を
、
全
国
の
漁
村
女
性
を
は

じ
め
関
係
者
約
６０
名
の
参
加

を
得
て
開
催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
�
吉
晋

吾
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
よ
り
大
船
渡
市
で

発
生
し
た
大
規
模
山
林
火
災

の
お
見
舞
い
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

平
成
１２
年
に
女
性
役
員
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
始
ま
り
、

そ
の
後
、
名
称
を
変
え
な
が

ら
、
現
在
の
漁
村
女
性
セ
ミ

ナ
ー
に
至
っ
て
い
る
。
漁
村

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
は
、

漁
村
の
暮
ら
し
に
主
体
的
に

関
わ
る
女
性
の
意
見
や
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
年

度
は
、
大
規
模
災
害
や
気
候

変
動
の
影
響
を
受
け
る
中

で
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い

く
た
め
の
女
性
の
役
割
、
活

動
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
本

セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
が
地
元
の

漁
港
漁
村
で
の
今
後
の
活
動

に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い

て
来
賓
と
し
て
中
村
隆
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
よ

り
、
「
海
業
の
観
点
か
ら
も
、

女
性
や
生
活
者
の
視
点
が
重

要
と
な
る
。
本
日
の
セ
ミ
ナ

ー
で
は
そ
う
い
っ
た
視
点
も

含
め
、
議
論
を
進
め
て
発
信

さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い

る
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

テ
ー
マ
を
「
頻
発
化
す
る
大

規
模
災
害
と
気
候
変

動
下
に
お
け
る
水
産

業
の
未
来
に
向
け
て

～
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
取
組
の

推
進
～
」
と
し
、
３

名
の
講
師
に
よ
る
話

題
提
供
と
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
行
わ
れ
た
。

話
題
提
供
の
演
題

及
び
発
表
者
は
次
の
と
お

り
。

「
気
候
変
動
下
に
お
け
る
水

産
業
の
未
来
」‥

国
立
研
究

開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育

機
構
フ
ェ
ロ
ー

中
田
薫

「
輪
島
の
海
女
さ
ん
が
行
う

藻
場
調
査
と
磯
根
資
源
を
増

や
す
取
組
」‥

個
人
事
務
所

わ
じ
ま
海
藻
ラ
ボ

石
川

竜
子

「
の
り
養
殖
の
世
界
に
飛
び

込
ん
で
～
震
災
や
温
暖
化
を

経
験
し
つ
つ
～
」‥

宮
城
県

漁
協
七
ケ
浜
支
所
女
性
部
の

り
養
殖
漁
家

赤
間
淳

以
上
の
話
題
提
供
を
受
け

て
、
福
釜
知
佳
水
産
庁
漁
政

部
水
産
経
営
課
課
長
補
佐

（
「
海
の
宝
！
水
産
女
子
の

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
職
員

チ
ー
ム
）
も
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
加
わ
り
、
登
壇
者
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は

（
一
社
）
う
み
・
ひ
と
・
く

ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
い

ず
み
代
表
理
事
が
務
め
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
水
産

経
済
新
聞
社
主
催
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー
と
懇
親
会
に
参
加

し
、
水
産
関
係
の
方
々
と
懇

談
を
行
っ
た
。
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挨拶する鈴木会長

漁 港 漁 場 月 報

令

和

６
年
度

漁
港
漁
場
講
習
会
を
開
催

パネルディスカッションの様子

（
公
社
）全
国
漁
港
漁
場
協
会

漁港漁場月報のバックナンバーは

左のＱＲコードから読むことができます

令
和
６
年
度
漁
村

女
性
セ
ミ
ナ
ー
開
催



� �����



（
一
社
）
水
産
土
木
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
（
吉
塚
靖
浩

理
事
長
）
は
、
２
月
２５
日
、

午
後
３
時
３０
分
か
ら
東
京
都

内
会
議
室
に
お
い
て
、
約
６０

名
の
参
加
に
よ
る
築
地
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
吉
塚
理
事
長
は
、

「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
セ
ン

タ
ー
会
員
へ
の
情
報
提
供
の

た
め
、
そ
の
時
々
の
話
題
提

供
を
行
っ
て
お
り
、
本
日
は

昨
年
ま
で
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
長
を
務
め
ら
れ
た
田

中
郁
也
氏
に
講
演
を
お
願
い

し
た
。
現
役
時
代
の
経
験
を

踏
ま
え
て
、
将
来
の
漁
港
漁

場
漁
村
整
備
事
業
に
つ
い
て

の
様
々
な
思
い
を
忌
憚
な
く

話
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

講
演
は
「
こ
れ
か
ら
の
水

産
基
盤
整
備
事
業
へ
の
期

待
」
と
題
し
、
①
水
産
業
を

巡
る
状
況
、
社
会
情
勢
の
変

化
、
②
組
織
体
制
、
連
携
、

一
体
感
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

③
変
化
へ
の
対
応
、
④
将
来

へ
の
期
待
に
つ
い
て
の
順
で

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
業
務

対
応
状
況
や
今
後
期
待
さ
れ

る
新
た
な
方
向
性
等
に
つ
い

て
思
う
と
こ
ろ
を
語
ら
れ
、

最
後
に
感
謝
の
言
葉
で
締
め

く
く
ら
れ
た
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

講
師
を
囲
み
、
和
や
か
な
懇

談
が
行
わ
れ
た
。

水
産
基
盤
整
備
・
維
持
管

理
に
係
る
市
町
村
支
援
の
た

め
の
連
絡
協
議
会
は
、
３
月

５
日
、
東
京
都
内
で
令
和
６

年
度
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
に
は
、
協
議
会
構
成

団
体
の
（
公
社
）
全
国
漁
港

漁
場
協
会
、
（
一
財
）
漁
港

漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
、（
一

社
）全
日
本
漁
港
建
設
協
会
、

（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技
術

研
究
会
、
（
一
社
）
水
産
土

木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
水
産
庁
、
（
国
研
）
水
産

研
究
・
教
育
機
構
水
産
技
術

研
究
所
の
担
当
者
も
出
席
し

た
。会

長
の
吉
塚
靖
浩
（
一
社
）

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
理
事
長
が
「
人
材
の
確
保

に
苦
労
す
る
時
代
と
な
り
、

技
術
者
が
不
足
し
て
い
る
市

町
村
も
多
い
。
各
団
体
が
協

力
し
て
市
町
村
の
支
援
を
行

い
、
水
産
基
盤
整
備
事
業
を

円
滑
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
。
水
産
庁
に
協
力
し

て
全
力
で
対
応
し
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

次
い
で
、
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
の
中
西
豪
事
業
課

長
補
佐
か
ら
「
市
町
村
に
お

け
る
漁
港
漁
場
整
備
を
担
当

す
る
技
術
職
員
が
い
な
い
、

も
し
く
は
少
な
い
と
い
う
状

況
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
水

産
庁
の
み
な
ら
ず
国
土
交
通

省
の
公
共
事
業
実
施
分
野
で

も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
引
き
続
き

市
町
村
が
漁
港
漁
場
整
備
事

業
等
を
円
滑
に
推
進
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
の

で
、
協
議
会
に
も
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
が
あ

っ
た
。

議
事
に
入
り
、
各
団
体
に

お
け
る
令
和
６
年
度
の
協
議

会
の
活
動
等
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
後
、
水
産
庁
か
ら

も
市
町
村
支
援
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
協
議
会
の
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
協
議
会
の
活
動
・
支
援

内
容
が
ま
だ
市
町
村
に
浸
透

し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
た

め
「
都
道
府
県
か
ら
市
町
村

に
情
報
が
浸
透
し
や
す
く
な

る
よ
う
な
方
法
を
検
討
す
べ

き
」、「
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

す
る
な
ど
に
よ
り
情
報
提
供

回
数
を
増
や
す
こ
と
は
有
効

だ
」、「
各
団
体
の
各
地
で
の

会
合
等
の
機
会
を
活
用
し
て

周
知
し
た
い
」、「
海
岸
関
連

の
事
業
も
支
援
対
象
と
な
る

こ
と
を
周
知
す
べ
き
」
等
の

発
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
協
議
会
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
「
水
産
基
盤
整
備

・
維
持
管
理
に
か
か
る
市
町

村
支
援
の
具
体
的
内
容
に
つ

い
て
」
の
資
料
を
令
和
７
年

度
版
に
更
新
す
る
こ
と
と
し

た
。支

援
内
容
を
紹
介
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
支
援
の
具
体

的
内
容
に
つ
い
て
の
資
料
が

紹
介
さ
れ
た
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
構
成
団
体

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
の

バ
ナ
ー
も
し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

る
。

（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技

術
研
究
会
（
橋
本
牧
会
長
）

（
以
下
、
研
究
会
）
は
、
２

月
１８
日
に
東
京
神
田
の
エ
ッ

サ
ム
神
田
ホ
ー
ル
２
号
館
３

Ｆ
大
会
議
室
に
て
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
形
式
で
、
水
産
庁
、
都
道

府
県
・
市
町
村
、
会
員
、
民

間
企
業
等
を
対
象
に
、
第
９

回
技
術
報
告
会
を
開
催
し

た
。
参
加
者
は
会
場
５４
名
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
は
１
０
７
名
と

な
り
、
こ
の
う
ち
都
道
府
県

・
市
町
村
か
ら
の
参
加
が
約

３
割
と
な
っ
て
お
り
、
行
政

担
当
者
の
新
技
術
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
橋
本
会

長
は
、
「
研
究
会
は
、
足
腰

の
強
い
水
産
業
と
住
み
や
す

い
漁
村
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
漁
港
・
漁
村
の
利
便
性

向
上
や
安
全
性
の
向
上
、
漁

場
の
生
産
性
の
向
上
等
を
目

指
し
、
漁
港
漁
場
関
係
の
諸

課
題
に
対
応
す
る
新
た
な
技

術
の
研
究
・
開
発
に
努
め
、

そ
の
成
果
の
普
及
・
利
活
用

等
に
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
本
日
は
、
研
究
部
会
に

分
か
れ
て
日
頃
研
究
し
て
い

る
様
々
な
課
題
の
中
か
ら
、

代
表
的
な
取
組
を
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
こ
の
報
告

が
、
浜
々
で
様
々
な
問
題
と

戦
っ
て
い
る
方
々
に
、
大
き

な
ヒ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

水
産
庁
よ
り
漁
港
漁
場
整

備
部
事
業
課
的
野
博
行
課
長

の
来
賓
挨
拶
の
後
、
防
災
漁

村
課
水
産
施
設
災
害
対
策
室

高
原
裕
一
室
長
よ
り
「
能
登

半
島
地
震
被
害
と
対
応
に
つ

い
て
」
と
題
し
災
害
復
旧
の

状
況
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ

っ
た
。

「
研
究
部
会
報
告
」
と
し

て
は
、

①
能
登
半

島
地
震
技

術
検
討
会

報
告
（
防

災
専
門
部

会
）

②
フ
ィ
ッ

シ
ャ
リ
ー

ナ
研
究
部

会
の
活
動

状
況
に
つ

い
て
（
フ

ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
ナ
研
究
部
会
）

③
床
面
お
よ
び
グ
レ
ー
チ
ン

グ
の
衛
生
管
理
対
策
に
つ
い

て
（
衛
生
管
理
研
究
部
会
）

④
漁
港
用
ゴ
ム
防
舷
材
の
設

計
及
び
案
内
（
第
７
版
）
に

つ
い
て
（
ゴ
ム
資
材
専
門
部

会
）

の
４
題
の
報
告
が
あ
り
、
続

く
研
究
会
の
事
業
で
あ
る

「
水
産
公
共
関
連
民
間
技
術

の
確
認
審
査
評
価
事
業
に
つ

い
て
」
で
は
、
Ｒ
５
年
度
審

査
技
術
で
あ
る

①
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
用
い
た
小
規

模
タ
ン
ク
の
津
波
対
策
工
法

（
東
電
設
計
㈱
、
㈱
エ
ス
イ

ー
、
五
洋
建
設
㈱
）

②
Ｆ
Ｒ
Ｇ
カ
バ
ー
工
法
（
㈱

ダ
イ
ト
ー
）

の
技
術
概
要
と
評
価
結
果
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
研
究
会
の
会
員

が
中
心
と
な
り
取
り
組
ん
で

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
「
海
藻
バ
ン
ク
整
備
技

術
の
開
発
（
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
事
業
）
」

（
三
省
水
工
㈱
）
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

（
一
社
）
福
岡
県
漁
港
漁

場
協
会
（
会
長
・
佐
藤
政
俊

福
岡
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
代
表
理
事
会
長
）
は
、
２

月
２７
日
「
福
岡
県
中
小
企
業

振
興
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
漁
港
漁
場
関
係

研
修
会
を
開
催
し
た
。

研
修
会
に
は
、
漁
協
職
員
、

自
治
体
の
担
当
職
員
及
び
水

産
関
係
団
体
等
４７
名
が
参
加

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
佐
藤

会
長
が
、
最
近
の
話
題
を
考

慮
し
た
研
修
内
容
と
し
て
催

す
旨
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

研

修

会

で

は
、
藍
島
ぶ
ら

ん
ど
倶
楽
部
の

藤
野
朱
美
代
表

取
締
役
が
、
離

島
で
の
会
社
立

ち
上
げ
か
ら
販

売
拡
大
と
６
次

化
へ
の
挑
戦
の

話
に
よ
り
、
女

性
の
更
な
る
活

躍
が
漁
業
の
成

長
産
業
化
を
促

す
旨
を
語
り
、

（
一
財
）漁
港
漁
場
漁
村
総
合

研
究
所
第
一
調
査
研
究
部
の

林
浩
志
部
長
は
、
能
登
半
島

地
震
の
鬼
気
迫
る
状
況
か
ら

復
興
へ
の
道
の
り
と
防
災
・

減
災
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関

す
る
講
義
で
参
加
者
の
興
味

を
引
い
た
。
ま
た
、（
一
社
）

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
齋
藤
論
理
研
究
員
か
ら

は
、
藻
場
保
全
と
ブ
ル
ー
カ

ー
ボ
ン
に
関
す
る
四
半
世
紀

後
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
吸

収
均
衡
の
目
標
に
向
け
た
取

組
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
等
）
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。参

加
者
は
、
い
ず
れ
も
講

義
内
容
を
最
新
の
知
識
・
情

報
と
し
て
、
各
々
の
組
織
に

持
ち
帰
り
広
め
た
い
旨
を
話

し
合
っ
て
い
た
。

水
産
庁
と
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
は

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」

（
浜
プ
ラ
ン
）
の
２
０
２
４

年
度
優
良
事
例
表
彰
式
を
東

京
・
霞
が
関
の
農
林
水
産
省

７
階
講
堂
で
３
月
１０
日
開
催

し
た
。
水
産
業
と
漁
業
の
地

域
活
性
化
を
目
的
に
２
０
１

４
年
か
ら
開
始
し
た
「
浜
プ

ラ
ン
」
は
全
国
で
５
８
８
の

取
り
組
み
が
実
践
さ
れ
て
い

る
。滝

波
宏
文
農
水
副
大
臣
は

開
会
に
あ
た
り
、
「
浜
プ
ラ

ン
を
推
進
す
る
の
は
漁
業

者
。
農
水
省
と
し
て
は
引
き

続
き
、
全
力
で
取
り
組
み
を

支
援
す
る
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
全
漁
連
の
坂
本

雅
信
会
長
が
登
壇
し
、
「
海

洋
環
境
の
激
変
な
ど
の
課
題

に
立
ち
向
か
い
、
持
続
的
な

漁
業
を
確
立
し
て
い
く
た
め

に
も
浜
プ
ラ
ン
を
着
実
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
」
と
意
義

を
語
っ
た
。

「
漁
村
が
元
気
づ
い
て

い
る
こ
と
を
実
感
」

農
水
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

高
浜
地
区
地
域
水
産
業
再
生

委
員
会
の
大
黒
芳
信
代
表
が

「
浜
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
で

移
住
者
も
増
え
、
漁
村
が
元

気
づ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
。
漁
師
町
な
ら
で

は
の
伝
統
を
残
し
つ
つ
、
若

手
漁
業
者
と
と
も
に
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

高
浜
地
区
で
は
低
利
用
魚

の
シ
イ
ラ
を
利
用
し
た
商
品

開
発
や
、
水
産
物
直
売
所
と

食
堂
な
ど
が
入
っ
た
６
次
産

業
施
設
「
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
」

の
開
設
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
。受

賞
者
は
次
の
通
り
。

【
農
林
水
産
大
臣
賞
】
▽

高
浜
地
区
地
域
水
産
業
再
生

委
員
会
（
福
井
県
）

【
水
産
庁
長
官
賞
】
▽
宍

道
湖
流
域
水
産
業
再
生
委
員

会
（
島
根
県
）
▽
大
阪
市
地

区
地
域
水
産
業
再
生
委
員
会

（
大
阪
府
）

【
全
国
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
会
長
賞
】
▽
父
島
地
域

水
産
業
再
生
委
員
会
（
東
京

都
）
▽
佐
伯
地
区
地
域
水
産

業
再
生
員
会
上
入
津
地
区
作

業
部
会
（
大
分
県
）

【
農
林
中
央
金
庫
理
事
長

賞
】
▽
島
野
浦
地
区

地
域
水
産
業
再
生
員

会
（
宮
崎
県
）

【
全
国
共
済
水
産

業
協
同
組
合
連
合
会

会
長
賞
】
▽
秋
田
県

地
域
水
産
業
再
生
委

員
会
〈
八
峰
町
地
区
〉

（
秋
田
県
）

【
全
国
漁
業
共
済

組
合
連
合
会
会
長

賞
】
▽
松
阪
地
域
水

産
業
再
生
委
員
会

（
三
重
県
）

��������	 
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「
第
１８
回
築
地
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

挨拶する橋本会長

（
一
社
）水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

講演する田中氏

第
９
回
技
術
報
告
会
を
開
催

（
一
社
）漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会

令 和
６年度

漁
港
漁
場
関

係

研
修
会
を
開
催

福
岡
県
漁
港
漁
場
協
会

漁 港 漁 場 月 報

福岡県協会の研修会の様子

水水産産基基盤盤整整備備・・維維持持管管理理にに係係るる
市市町町村村支支援援ののたためめのの連連絡絡協協議議会会

令和６年度会議を開催

連絡協議会の様子

浜
プ
ラ
ン
大
臣
賞
に

福
井
県
・
高
浜
地
区

写真に納まる受賞者ら


����

令
和
６
年
度

会
議
を
開
催


